校内研修計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲州市立塩山北小学校

１　学校課題
塩山北小学校は、塩ノ山の東に位置し、塩山温泉や向嶽寺など古くから文化的に栄えてきた地域にある。地域や家庭の学校教育への関心は高く、そのことは様々な行事への関わりからも実感することができる。
　 本校は、元気で素直な児童が多く、全体的に前向きな気持ちで学校生活を過ごす姿が見られる。学習においては、課題に対する興味や関心をもちながら意欲的に学ぼうとする児童が多い。しかし、集中力や持続力、指示の理解、基礎・基本の定着や表現力等には個人差があり、個別の支援を必要とする児童が複数名がいることが課題となっている。
　　本校は、令和８年度より、授業時数特例校の指定を受け、市内他３校とともに外国語教育の　推進を図る先進校となる。他教科の一部の時数を外国語活動・外国語の時数にあて、3年生から6年生は年間15時間学習時間を追加し、言語活動を通したコミュニケーション能力の育成を図っていく外国語教育の学びをより有意義にしていくためには、言語活動だけでなく、「なぜ外国語活動を行うのか」「他の国の人々はどのような生活をしているのか」「これから　国際社会はどのようになっていくのか」など、発達段階に応じた国際理解教育の視点も必要になると考える。また本校では、国際理解教育を充実させるうえで重要となる「ふるさと学習」（地域人材を活用）が全学年に位置づけられている。ふるさと学習を国際理解教育・外国語教育と連携させ、児童の主体性を育む探究的な学びを、教科横断的に行っていくことが本校の喫緊の課題となっている。


２　研究主題
　　　　　　　　「自ら学び続ける児童の育成」
　　　～外国語教育を核としたカリキュラム・マネジメントによる探究的な学びを通して～

３　主題設定の理由
多様な価値観が交錯するグローバル社会において、子供たちが自らの人生を切り拓き、社会の形成者として貢献していくためには、未知の課題に対して主体的に解を見いだし、挑戦し続ける「自ら学び続ける力」を育むことが極めて重要である。本校では、新学習指導要領の趣旨をさらに深化させるため、外国語教育を言語習得の場に留めず、教育活動の「核」として位置づけた。カリキュラム・マネジメントにより各教科等での学びを横断的に繋ぐことで、児童が自ら問いを立て、多様な情報を活用しながら解決へ向かう探究的な学びを構築していく。
本研究ではまず、外国の文化や言語に興味・関心をもち、その国の人々の生活や考え方を理解するために、積極的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。同時に、国際共通語としての英語の必要性を理解し、生涯にわたって英語を学び続けようとする主体性を育みたい。そのためには、既存の学習指導計画を精査し、国際理解教育や自国理解に繋がる要素を単元の中に意図的に組み込む必要がある。真の国際理解とは、他者を知ると同時に、自己の立脚点を明確にすることから始まる。ふるさと甲州や日本に誇りと愛情を抱き、夢や志をもって世界へチャレンジできる児童を育成するため、地域人材を活用した「ふるさと学習」の内容も、外国語活動との関連において改めて検討・改善していく。
昨年度は、共通の「見方・考え方」を言語化し、単元構想シートを活用して単元全体を見据えた授業実践を行った。時間単位ではなく、単元全体の目標を児童と共有することで、学習の見通しを持ち、自己調整しながら主体的に学ぶ姿が見られるようになった。本年度はこれらを継承・発展させ、学びの系統性・連続性をさらに意識した指導を展開する。
グローバル社会において、様々な課題の解決を目指し、文化や言語の異なる多様な人々と、お互いを尊重し認め合いながら協働できる力は不可欠である。昨年度の研究を基盤とし、全職員がカリキュラム・マネジメントの視点に立ち、教科の枠を超えた探究的な学びを通して、自ら学び続ける児童を育成するために本主題を設定した。


４　研究の具体的内容と方法
　（１）具体的内容
　　　・外国語教育を核としたカリキュラム・マネジメント　
[bookmark: _u2i6az4m7emx]　　・外国語教育の日常化実践
　　　・WEBQUアンケートの実施及び結果分析　
　 
（２）研究の方法
　　　　　・授業研究及び研究会
　　　　　・一人一実践の参観およびその後のフィードバック
　　　　　・WEBＱＵアンケート結果分析、アタックシートを活用した学級集団づくり
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